
　静岡大学は今年で開学75周年を迎えました。開学以来、皆様のご⽀援を受けながら、「自由啓発・

未来創成」の理念のもと、未来を⾒据えた研究を進めると共に、次世代を担う人材を育成し、地域

社会の発展に貢献することを⽬指し、⽇々活動しています。

　21世紀を生きる私たちは、予測不能で複雑な多くの問題に直⾯しています。世界各地で起こっている

軍事衝突や、それが引き金となった様々な社会経済変動、近年多発している自然災害や環境変動

など、私たちの⽇常生活の脅威となっている事象は様々です。このような時代を生き抜くため、未来

を創造し、新たな道を切り拓くことができる人材を育成し、地域課題の解決に繋がる研究や社会連携

等を推進していくことが本学の使命であると考えます。本学にしか果たせない使命への期待に応える

べく、静岡と浜松という特⾊ある二つのキャンパスを活かしながら、「総合知」と「専門知」を結合さ

せる教育と研究により、「知と人材の集積拠点」として、引き続き地域社会に貢献していく所存です。

　近年、我が国の財政状況は厳しく、国立大学に対する国からの予算も年々縮⼩傾向にあります。

そのような状況ですが、教育・研究の質を維持・向上させるため、経費節減など様々な自助努力や

自⼰収⼊確保のための取組を続けながら、さらなる財政基盤の強化及び持続可能な大学運営に努め

てまいります。そして、確かな運営基盤のもと、教育・研究・社会連携等のあらゆる⾯において、人と人

がつながり、発展する未来を⽬指します。

　この報告書は、本学の教育・研究に加え、自治体・企業との協働、国際連携や大学運営などの活動

状況や財務状況について、ステークホルダーの皆様にわかりやすくお伝えすることを⽬的として作成

しています。本報告書を手に取ってくださった皆様には、本学の取組の一端を知っていただき、今後と

も変わらぬ温かいご⽀援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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